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ＣＳＲ行動指針 

 

ゼオングループの一員である私は、企業理念、サステナビリティ基本方針その他の

理念類を理解して、以下の通り行動します。 

 

第１章．コンプライアンス （道徳意識・法令） 

（１－１ 一人ひとりが大切にすること） 

道徳的な行動を大切にし、事業活動を行う国の法令を守り、社規を守ります。 

 

（１－２ 労働法令） 

① 労働法令、就業規則、労働者使用者で自主的に決めた協定を守ります。 

② 過度な労働が発生しないよう、労働時間管理、休憩、休日、休暇取得の管理

を充分に行います。 

③ 出生・国籍・人種・民族・信条・宗教・性別に基づく差別を行いません。 

 

（１－３ 貿易法令） 

① 貿易に関する条約や法令を守ります。 

② 製品、商品、サービス、製品レスピ、製造方法、製造プラント設計図を輸出す

るときは、兵器開発のような用途の制限を、充分に調査します。 

 

（１－４ 競争法令） 

公正で自由な競争のため、競争法令を守ります。 

 

（１－５ 不正の禁止） 

公正で自由な競争のため、不正な便宜や利益を受けたり与えたりする取引はし

ません。 

 

（１－６ 市場のルール） 

事業活動を通じて知った、内部情報をもとにした証券取引（インサイダー取引）を

行いません。 

 

第２章．安全 （安全第一） 

（２－１ 一人ひとりが大切にすること） 

「安全は事業活動を行う基盤であり、全てに優先する」を、大切にします。 
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（２－２ 地域の安全） 

地域の安全を大切にして、事業活動を行います。 

 

（２－３ 職場の安全衛生） 

① 法令と社規を守り、職場の安全、衛生の向上に取り組みます。 

② ゼオングループに働く人のお互いの人格や尊厳、心と身体の健康を大切にし

ます。 

 

第３章．安心 （品質保証） 

（３－１ 一人ひとりが大切にすること） 

より良い、より安全な、信頼される製品、商品、サービスを、適正な表示のもとに、

お客様に提供します。 

（３－２ 情報の提供） 

製品、商品、サービスに関するお客様からの問い合わせには、誠実に情報を提

供します。 

 

第４章．企業活動 （日々の業務） 

（４－１ 一人ひとりが大切にすること） 

ステークホルダーと適切に協力して、社会貢献の使命を果たします。 

 

（４－２ 公正な取引） 

優越的地位を濫用した取引や反社会的勢力との取引はしません。 

 

（４－３ 多様性） 

各地域の文化・伝統・慣習・宗教のような価値観を大切にします。 

 

（４－４ 業務・会計処理） 

業務処理、会計処理は、法令、公正な基準、社規に従って行います。 

 

（４－５ 情報提供） 

財政状態や業績等の財務情報や、環境やガバナンス等の非財務情報を提供し

ます。 

 

（４－６ 企業秘密） 

企業情報のうち、自社秘密情報、他社秘密情報、個人情報は、適正に管理して

使用します。 
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（４－７ 知的財産権） 

知的財産権を使用するときは、法令や社規を守ります。 

 

第５章．持続的発展 （目標） 

（５－１ 一人ひとりが大切にすること） 

私たちの企業活動が、社会の持続的発展につながっていくことを大切にします。 

 

第６章．地球環境 （環境保護） 

（６－１ 一人ひとりが大切にすること） 

地球環境を大切にします。 

 

（６－２ 環境保護） 

① 研究、開発、製造、仕入、販売、廃棄の各段階で、環境に関する条約や法令

を守ります。 

② 有害化学物質、産業廃棄物、温暖化ガスの発生量を、削減する取り組みを行

います。 

 

第７章．自覚・行動 (従業員の自覚) 

（７－１ 一人ひとりが大切にすること） 

社会貢献を重要な価値観として仲間と共有し、相互の信頼を大切にします。 

 

（７－２ 人権） 

人権を大切にします。 

 

（７－３ お互いの尊重） 

お互いに尊重し合うことを大切にします。 

 

（７－４ コミュニケーション） 

社会とのコミュニケーションを大切にし、地域の活動に参加します。 

 

（７－５ 対話と問題の解決） 

この行動指針に合わない行為があるときは、社会の声に耳を傾けながら、上司

や仲間や担当部署と相談し、グループ内の対話で問題を解決します。 
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（用語の定義） 

① 大切にします 

そのことが法令・社規に定めがなくても、道徳的・倫理的に考えて、正しい行動を

しようとすること。 

② 守ります 

具体的な法令や社規を、守っていくこと。 

③ 持続的 

無理なく続けられること。将来や次工程への影響をよく考えて、将来の資源を先

取りしないこと。 

④ 法令 

定められた法律、政令、条例、上場会社に課される証券取引所の決まりなど。 

⑤ ルール 

国際的に奨励される目標、基準、業界ルール、認証上の決まりなど 

 

以上 


